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       平成１５年度各部会事業計画決定 
  箱崎まちづくり協議会は、活動の運営、推進に参加型の手法を取り入れ実施してきました。この取り組みによ 

  り将来を見据えた中での地域が直面し解決すべき課題問題が明らかになりました。 

  今年度はより具体的に実践的な問題に対応しながら、将来ビジョンを明らかにするとともに、校区住民のコミ 

  ュニティの活性化及び環境改善事業を実施することになりました。各部会の事業計画は次のとおりです。 

  ◎ くらし交流部会 

   住民間の交流促進のためのふれあい広場や商店街の活性化策を商店街と協調検討するとともに校区内、花い 

  っぱい運動を展開、環境改善を推進する 

     ①ふれあい広場・・・・・世代間交流の場及び土曜日休校対策として実施 

     ②コミュニティ・・・・・まち協のＰＲ、情報交換板管理 

     ③花づくり教室及び花いっぱい運動・・・・・専門家による指導、四季折々の花づくりの奨励 

     ④商店街活性化対策・・・・・商店街イベント協力 

     ⑤ケアビックス・・・・・ふれあい広場、敬老会 

  ◎ 歴史文化部会 

   伝統文化を保存、継承していくために、ふるさと箱崎の歴史を学び、ＰＲするボランティアの育成を行う 

  とともに箱崎の履歴をまとめた箱崎誌編纂の作成業を行う。 

     ①箱崎歴史散策ボランティアガイド養成・・・・・募集、研修 

     ②箱崎歴史散策ガイド・・・・参加者募集のうえ実施 

     ③箱崎誌編纂・・・・・将来の編纂に向けて資料収集、資料整理 

  ◎ まち整備部会 

   歩行者の安全が確保されていない道路整備対策、特に大学通りの将来イメージを地元関係者の理解と協力 

  の中で策定し、地域と行政との協調により実現に向けて実施する。また、九大移転跡地については、部会で案 

  を策定する。 

     ①意見交換会・・・・・箱崎本通り道路拡幅問題 

     ②ワークショップ・・・・箱崎の新しいまちづくりを考える 

     ③地域活動支援・・・・・箱崎小５年生総合学習「九大探検・跡地利用を考える」 

     ④部会紙発行・・・・・意見交換会報告 

 

   事務局は、校区住民及び校区外に対し箱崎まちづくり協議会に対する意識、理解を深めるため今年も夏祭り、 

  天瀬町との交流なども実施致します。 

 

    大学通り（箱崎本通り）の交通量調査実施！ 
   5 月 28日（水）午前 10 時から午後 5時まで、大学通りの 

  交通量調査を実施しました。これは、過去 2回行われた「意 

  見交換会」において、“大学通りの人・自転車・車の通行量は、 

  実際にはどれだけあるのかを調査する必要があるにではない 

  か”との意見により実施されたもので、西京自転車・ベルリ 

  ンメガネ前の交差点・西日本銀行前・福岡シティ銀行前の３ 

  ポイントで、人・自転車・バイク・車の種類に分類して調査 

  を行いました。   

  当日は、すがすがしい晴天で、順調に調査を行いましたが、 

  思っていたよりも交通量が多く、実際に調査を行っていただ 

  いた方からも、驚きの声が上がっていました。この調査結果の 

  内容については、後日まち企画部会新聞等によりご案内いたし 

  ます。 

箱箱崎崎ままちちづづくくりり新新聞聞  
発行者 箱崎まちづくり協議会 

   事 務 局 

電 話 ６５１－７７０８ 

       （ 公 民 館 ） 

 



 ぶどう園に“ 応援団 ”   （西日本新聞に掲載） 

      昨年度より天瀬町との交流の一環として実施しています天瀬町の 

    ぶどうの袋かけを、今年も６月２８日（土）に行いました。天瀬の 

    「女にまかせろ百人会」、天瀬出身者の「天瀬すバラしかバイ福岡」、 

    「箱崎まちづくり協議会」の合計８０名ほどで四つの、農家に分か 

    れて作業をしました。 

      今年は大雨でましたが（ぶどうはハウスの中です）箱崎からは 

    ３５名の参加があり農家の方も大変喜ばれました。今回は西日本 

    新聞の取材があり、帝大前の江嶋さんご夫妻の体験話と写真が掲載 

    されました。  （６月２９日付 西日本新聞） 

                                                               江嶋禮次郎・千恵子ご夫妻 

 今年度の天瀬町と箱崎の交流予定 
   ・ぶどう袋かけ体験       ６月２８日（土） 

   ・夏祭り夜店  (今年も校区夏祭りに天瀬町より物産品等出店)    ８月２日（土） 

   ・子ども会自然体験  (子ども会を中心に今年も天瀬の子供たちとの交流)   ８月１６日（土） 

   ・ぶどう収穫体験   日時未定                        

   ・遊花祭参画  (天瀬町最大の祭りに参加)   １１月２日（日）        

      箱崎の物産（海産物等）を出店の予定 

  

 ８月２日（土）に箱崎小学校校庭で｢夏祭り｣開催 
      今年は箱崎伝統文化保存会が立ち上げた｢箱崎太鼓｣のお披露目。また箱崎校区の 

   イメージソング｢歌おう！踊ろう！はこざき｣の生演奏などアトラクションも楽しみです。 

    今年も交流のある天瀬町からの夜店の出店もあります。 
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東
・
西
・
南
・
北
・
中
央
部
。
箱
崎
に
古
く
か
ら
住
み
、
か
な
り
の

年
配
者
な
ら
、
こ
の
言
葉
を
き
い
て
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
箱
崎
が
ま
だ
粕
屋
郡
時
代
の
箱
崎
小
学
校
で
の
部
伍
別

の
名
稱
で
あ
る
。
当
時
の
大
字
箱
崎
を
五
地
区
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ

単
純
明
快
に
方
位
名
を
付
し
、
部
伍
別
の
単
位
名
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

小
学
校
で
は
よ
く
部
伍
会
が
開
か
れ
、
担
当
の
先
生
か
ら
何
か
と
指

導
を
う
け
た
。
夏
休
み
前
や
放
生
会
前
な
ど
の
部
伍
会
で
は
、
今
日
流

に
い
う
生
活
指
導
等
が
行
わ
れ
て
い
た
記
憶
が
蘇
る
。
も
う
六
十
数
年

も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
運
動
会
の
と
き
一
番
声
援
も
多
く
力
が
は
い
り

盛
り
あ
が
る
の
が
、
部
伍
別
対
抗
リ
レ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
に

色
分
け
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
部
伍
の
名
誉
を
担
い
、
五
色
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
翔
ぶ
よ
う
に
バ
ト
ン
を
リ
レ
ー
し
て
行

っ
た
。 

 

因
み
に
各
部
伍
の
地
区
と
色
を
示
せ
ば
、
東
部
（
原
田
、
新
町
、
今

福
な
ど
）
紺
色
。
西
部
（
網
屋
地
区
全
て
）
柿
色
。
南
部
（
社
家
町
、

宮
前
、
郷
口
な
ど
）
赤
色
。
北
部
（
海
門
戸
、
帝
大
前
、
米
一
丸
な
ど
）

紫
色
。
中
央
部
（
中
央
街
、
阿
多
田
、
馬
場
な
ど
）
緑
色
で
あ
っ
た
。 

 

ご
参
考
ま
で
に
記
す
と
、
市
合
併
当
時
（
昭
和
十
五
年
）
の
箱
崎
小

学
校
に
は
二
、
一
〇
〇
名
の
児
童
が
在
学
し
て
い
た
。
ウ
ソ
の
よ
う
だ

が
実
際
の
話
で
あ
る
。
こ
の
た
め
昭
和
十
七
年
に
は
筥
松
小
学
校
へ
と

分
離
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
小
運
動
会
は
現
在
の
校
庭
で
、
中
運
動
会

は
現
、
筥
崎
宮
グ
ラ
ン
ド
で
、
大
運
動
会
は
現
浜
の
お
汐
井
取
場
か
ら

神
社
庁
辺
り
の
広
い
浜
の
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
大
運
動
会
の
前

に
ケ
ガ
防
止
の
た
め
貝
殻
拾
い
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
こ
こ
で

今
の
小
学
校
と
校
区
の
運
動
会
を
い
っ
し
ょ
に
し
た
よ
う
な
大
字
箱
崎

の
大
運
動
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
今
で
も
〝
待
ち
に
待
ち
た
る
運
動
会
、

来
れ
り
来
れ
り
あ
ヽ
愉
快
…
〟
と
運
動
会
の
唄
が
き
こ
え
て
き
そ
う
で

あ
る
。 

 

ま
た
箱
崎
町
が
粕
屋
郡
か
ら
福
岡
市
に
合
併
し
、
東
区
の
一
校
区
に

な
っ
て
久
し
い
が
、
こ
の
東
西
南
北
中
央
部
の
分
け
方
を
踏
襲
し
て
い

る
団
体
も
ま
だ
い
く
つ
も
あ
る
。
お
宮
、
お
寺
の
世
話
人
等
も
し
か
り

で
あ
る
が
、
農
協
、
信
組
で
も
、
ま
た
、
晴
厄
、
還
暦
な
ど
で
も
こ
の

分
け
方
が
生
き
て
い
る
世
代
も
か
な
り
あ
る
。 

 
 

（
古
田
鷹
治
） 

箱 崎 四 方 山 話 


